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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊ドウサオン＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ ソウサオン 		  スル
「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ソウサオ
ン」が点滅します。

４ フットウドウサオン 	 スル
キーで「フットウドウサオン」の画面を表示させ

ます。「スル」に設定してあると動作中に音が鳴ります。

５ フットウドウサオン	 シナイ
キーで点滅位置を移動し、 キーで「スル」

を「シナイ」にします。

６ フットウドウサオン 	 シナイ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

７ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

動作音を設定する
［例］沸騰中の動作音を消す。

選 択

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

● 以下の各動作音の有無を設定できます。
	 コントローラーの操作音／抽出時の動作音／リンス時の動作音／沸騰制御の動作音／ＲＣブルワー動作時の動作音

コントローラーの使いかた（つづき）
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊キジュンチ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３
キジュンチ　	 １	 　２

ゲンリョウ 	 ９. ０	 　０. ８

「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ゲンリョウ」
が点滅します。

４
キジュンチ　	 １	 　２

ゲンリョウ		 ５.６ 	 　０. ８

キーで１の下を点滅させ「訂正」キーを押すと、
右側の原料容器から原料が出てきますので容器で受け
計量します。
数回測定して出した平均値を キーで入力します。
ここでは仮に５. ６gとします。

５
キジュンチ		 １	 　２

ゲンリョウ 	 ５. ６	 　０. ８
「設定」キーを押し、設定を確定します。

６
キジュンチ	 １	 　２

ユ 		  １５０	 　１５０
キーで「ユ」の画面を表示させます。

７
キジュンチ　	 １	 　２

ユ		  １２０ 	　１５０

キーで１の下を点滅させ「訂正」キーを押すと、
右側の飲料抽出口からお湯が出てきますので容器で受
け計量します。
数回測定して出した平均値を キーで入力します。
ここでは仮に１２０ml とします。

８
キジュンチ	 １	 　２

ユ 		  １２０	 　１５０
「設定」キーを押し、設定を確定します。
同様に「ミズ」も設定します。

９ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

煎茶 ほうじ茶 玄米茶 烏龍茶 麦茶 フレッシュウォーター
０．６ ０．６ ０．７ ０．６ ０．６ １．４

基準値を設定する
この機能は「湯・水・原料」機能（３７～３９ページ参照）で設定する量が、実際の量と異なる場合に補正をする機能です。
設定するには、メスシリンダーやはかりなどが必要です。

選 択

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

● コントローラーを交換したときや、ＲＡＭクリアーを行ったときは、基準値設定をしてください。

主な凰商事原料の基準値

（つづく）
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊ジュウスイキ　コウカン＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ コウカン 	 シナイ 「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「コウカン」
が点滅します。

４ コウカン	 テイシ キーで点滅位置を移動し、 キーで
「テイシ」にします。

５ コウカン 	 テイシ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ カイシビ	 シヨウキゲン
１４０７０１	 １５０７０１

キーで年月日の画面を表示させます。

７
カイシビ	 シヨウキゲン
１４０７０１	 １５１００１

キーで点滅位置を移動し、 キーで
「シヨウキゲン」を「１５１００１」にします。

８ カイシビ	 シヨウキゲン
１４１００１	 １５１００１

「設定」キーを押し、設定を確定します。

９ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

設 定
Ｓ

浄水器の交換時期を設定する
この機能を使用するには別売の除菌浄水器（水フィルター）または除菌浄水器付の置台が必要です。
［例］２０１４年１０月１日に浄水器を交換し、次の交換時期を１年後の２０１５年１０月１日とする。
 　　交換時期に達したら、休止モニターに表示し運転を停止させる。

● 順序４で「コウカン」を「ケイコク」に設定すると、交換時期に達したとき休止モニターに表示されますが、運転
は停止しません。

「シナイ」に設定するとこの機能は動作しません。
●「カイシビ」の年月日は「シヨウキゲン」の年月日を変更して「設定」キーを押したときのみに、その日の年月日

に変更されます。
「コウカン」の設定内容の変更は「シヨウキゲン」の年月日を換えずに変更することができます。

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

選 択

コントローラーの使いかた（つづき）
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊レイキャクスイ　コウカン＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ コウカン 	 シナイ 「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「コウカン」
が点滅します。

４ コウカン	 テイシ キーで点滅位置を移動し、 キーで
「テイシ」にします。

５ コウカン 	 テイシ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ カイシビ	 シヨウキゲン
１４０７０１	 １５０７０１

キーで年月日の画面を表示させます。

７
カイシビ	 シヨウキゲン
１４０７０１	 １５１００１

キーで点滅位置を移動し、 キーで
「シヨウキゲン」を「１５１００１」にします。

８ カイシビ	 シヨウキゲン
１４１００１	 １５１００１

「設定」キーを押し、設定を確定します。

９ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

設 定
Ｓ

冷却用タンクの水の交換時期を設定する
［例］２０１４年１０月１日に冷却用タンクの水を交換し、次の交換時期を１年後の２０１５年１０月１日とする。
 　　交換時期に達したら、休止モニターに表示し運転を停止させる。

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

選 択

● 順序４で「コウカン」を「ケイコク」に設定すると、交換時期に達したとき休止モニターに表示されますが、運転
は停止しません。

「シナイ」に設定するとこの機能は動作しません。
●「カイシビ」の年月日は「シヨウキゲン」の年月日を変更して「設定」キーを押したときのみに、その日の年月日

に変更されます。
「コウカン」の設定内容の変更は「シヨウキゲン」の年月日を換えずに変更することができます。

（つづく）
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● 順序４で「コウカン」を「ケイコク」に設定すると、交換時期に達したとき休止モニターに表示されますが、運転
は停止しません。

「シナイ」に設定するとこの機能は動作しません。
●「カイシビ」の年月日は「シヨウキゲン」の年月日を変更して「設定」キーを押したときのみに、その日の年月日

に変更されます。
「コウカン」の設定内容の変更は「シヨウキゲン」の年月日を変えずに変更することができます。

●「フィルターカイスウ」の回数は「リミット」の回数を変更して「設定」キーを押したときに、それまでの使用回
数がリセットされて「０」になります。

スクリーンフィルターの交換時期を設定する
［例］２０１４年１０月１日にスクリーンフィルターを交換し、次の交換時期を１年後の２０１５年１０月１日あるいは抽
　　 出杯数が８０００杯に達したときの早い方とする。
　　 交換時期に達したら、休止モニターに表示しレギュラーコーヒーの抽出を停止させる。

順序 キー操作 表 示 部 表 示 内　　　　容

１ ＊スクリーンフィルターコウカン＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ ナイヨウハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ コウカン 	 シナイ 「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「コウカン」
が点滅します。

４ コウカン	 テイシ キーで点滅位置を移動し、 キーで
「コウカン」を「テイシ」にします。

５ コウカン 	 テイシ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ カイシビ	 シヨウキゲン
１４０７０１	 １５０７０１

キーで年月日の画面を表示させます。

７
カイシビ	 シヨウキゲン
１４０７０１	 １５１００１

キーで点滅位置を移動し、 キーで
「シヨウキゲン」を「１５１００１」にします。

８ カイシビ	 シヨウキゲン
１４１００１	 １５１００１

「設定」キーを押し、設定を確定します。

９ フィルターカイスウ	 リミット
	 ０		  １００００

キーで「フィルターカイスウ」の画面を
表示させます。

１０
フィルターカイスウ	 リミット

	 ０		  ８０００
キーで点滅位置を移動し、 キーで

「リミット」を「８０００」にします。

１１ フィルターカイスウ	 リミット
	 ０		  ８０００

「設定」キーを押し、設定を確定します。

１２ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

設 定
Ｓ

設 定
Ｓ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

選 択

コントローラーの使いかた（つづき）
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊ＲＣゲンリョウ　ウリキレ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ ナイヨウハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ ウリキレ 	 シナイ 「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ウリキレ」
が点滅します。

４ ウリキレ	 テイシ キーで点滅位置を移動し、 キーで
「ウリキレ」を「テイシ」にします。

５ ウリキレ 	 テイシ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ ノコリ	 ショキチ
４００ｇ	 ４００ｇ

キーで左記画面を表示させます。

７
ノコリ	 ショキチ
４００ｇ	 ５００ｇ

キーで点滅位置を移動し、 キーで
「ショキチ」を「５００ｇ」にします。

８ ノコリ	 ショキチ
５００ｇ	 ５００ｇ

「設定」キーを押し、設定を確定します。

９ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

設 定
Ｓ

レギュラーコーヒー原料の売切れを設定する
［例］レギュラーコーヒー原料を５００ｇ投入し、原料の残量が売切れに達したら、休止モニターに表示しレギュラ
　　  ーコーヒーの抽出を停止させる。

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

選 択

● 順序４で「ウリキレ」を「ケイコク」に設定すると、原料の残量が売切れに達したとき休止モニターに表示され、
レギュラーコーヒーの飲料ボタンランプが点滅しますが、運転は停止しません。

「シナイ」に設定するとこの機能は動作しません。
●「ノコリ」の量は「ショキチ」の量を変更して「設定」キーを押したときに、「ショキチ」と同じ量にセットされます。
● この機能は、原料の基準値が正しく設定されていないと、適切な動作ができません。

必ず基準値の設定を行ってください。

（つづく）
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊ハイキ　ヨウキ　セイソウ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ ナイヨウハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ セイソウ 	 テイシ
「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「セイソウ」
が点滅します。

４ セイソウ	 ケイコク
キーで点滅位置を移動し、 キーで

「セイソウ」を「ケイコク」にします。

５ セイソウ 	 ケイコク 「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ セイソウハイキリョウ 	　４００ｇ キーで左記画面を表示させます。

７ セイソウハイキリョウ	 　４５０ｇ
キーで点滅位置を移動し、 キーで

「セイソウハイキリョウ」を「４５０ｇ」にします。

８ セイソウハイキリョウ 	　４５０ｇ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

９ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

廃棄容器の清掃時期を設定する
［例］レギュラーコーヒーの抽出済み原料が、廃棄する容器に４５０ｇ溜ったとき、休止モニターに表示するが、レ

ギュラーコーヒーの抽出は停止させない。

● 順序４で「セイソウ」を「テイシ」に設定すると、所定の量に達したとき休止モニターに表示され、レギュラーコ
ーヒーの抽出を停止させます。

「シナイ」に設定するとこの機能は動作しません。
● この機能は、原料の基準値が正しく設定されていないと、適切な動作ができません。

必ず基準値の設定を行ってください。

設 定
Ｓ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

選 択

コントローラーの使いかた（つづき）
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● 順序４で「ジッコウ」を「ケイコク」に設定すると、交換時期に達したとき休止モニターに表示されますが、運転
は停止しません。

「シナイ」に設定するとこの機能は動作しません。
●「ゼンカイ」の年月日は「ジッコウキゲン」の年月日を変更して「設定」キーを押したときのみに、その日の年月

日に変更されます。
「ジッコウ」の設定内容の変更は「ジッコウキゲン」の年月日を変えずに変更することができます。

●「ジッコウハイスウ」の杯数は「ジッコウキゲン」の設定を行ったとき、またはサニテーションを行ったときに、
それまでの使用杯数がリセットされて「０」になります。

サニテーション（指定薬剤を使用するＲＣブルワーの清掃）の時期を設定する
［例］２０１４年１０月１日にサニテーションし、次のサニテーション時期を１年後の２０１５年１０月１日あるいは抽出
　　 杯数が５００杯に達したときの早い方とする。
　　 交換時期に達したら、休止モニターに表示しレギュラーコーヒーの抽出を停止させる。

順序 キー操作 表 示 部 表 示 内　　　　容

１ ＊サニテーション　セッテイ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「選択」キーを繰り返し
押します。（「選択」キーを押した後、 キーを押
しても項目送りができます。）

２ ナイヨウハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ ジッコウ 	 シナイ 「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ジッコウ」
が点滅します。

４ ジッコウ	 テイシ キーで点滅位置を移動し、 キーで
「ジッコウ」を「テイシ」にします。

５ ジッコウ 	 テイシ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ ゼンカイ	 ジッコウキゲン
１４０７０１	 １５０７０１

キーで左記画面を表示させます。

７
ゼンカイ	 ジッコウキゲン
１４０７０１	 １５１００１

キーで点滅位置を移動し、 キーで
「ジッコウキゲン」を「１５１００１」にします。

８ ゼンカイ	 ジッコウキゲン
１４１００１	 １５１００１

「設定」キーを押し、設定を確定します。

９ ジッコウハイスウ	 リミット
	 ０		  １０００

キーで「ジッコウハイスウ」の画面を
表示させます。

１０
ジッコウハイスウ	 リミット
	 ０		  ５００

キーで点滅位置を移動し、 キーで
「リミット」を「５００」にします。

１１ ジッコウハイスウ	 リミット
	 ０		  ５００

「設定」キーを押し、設定を確定します。

１２ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

設 定
Ｓ

設 定
Ｓ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

選 択

（つづく）
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊カンタンセッテイ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「湯・水・原料」キーを
繰り返し押します。（「湯・水・原料」キーを押した後、

キーを押しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３ カンタンセッテイ 	 ヒョウジュン
「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「カンタン
セッテイ」が点滅します。

４ カンタンセッテイ	 オオイ キーで点滅位置を移動し、 キーで「カン
タンセッテイ」を「オオイ」にします。

５ カンタンセッテイ 	 オオイ 「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

順序 キー操作 表 示 部 表 示 内　　　　容

１ ＊ゲンリョウ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「湯・水・原料」キーを
繰り返し押します。（「湯・水・原料」キーを押した後、

キーを押しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３
ボタン	 ゲンリョウ

	 １ 	 １０．０g
「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ボタン」
の下が点滅します。

４
ボタン	 ゲンリョウ

	 ３	 ７．５ g

キーで「ボタン」の下を「３」にしてください。
次に キーで「ゲンリョウ」の下を点滅させ

キーで「７．５g」にします。

５
ボタン	 ゲンリョウ

	 ３ 	 ７．５g
「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

かんたん設定（飲料量）を行う

原料の量を設定する

［例］飲料量を「標準」から「多い」に設定する。

［例］飲料ボタン３に原料量７．５ｇを設定する。

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

終 了
Ｅ

湯・水
原 料

湯・水
原 料

コントローラーの使いかた（つづき）
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊ユ・ミズ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「湯・水・原料」キーを
繰り返し押します。（「湯・水・原料」キーを押した後、

キーを押しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３
ボタン	 リヨウ	 オンド

	 １ 	 １４０ml	 ＨＯＴ
「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ボタン」
の下が点滅します。

４
ボタン	 リヨウ	 オンド

	  ５	 １２０ml	 ７５ ℃

キーで「ボタン」の下を「５」にしてください。
次に キーで点滅位置を移動し キーで
「リヨウ」を「１２０ml」、「オンド」を「７５℃」にします。

５
ボタン	 リヨウ	 オンド

	 ５ 	 １２０ml	 ７５℃
「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

順序 キー操作 表 示 部 表 示 内　　　　容

１ ＊コサノ　ツイカ＊　
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「湯・水・原料」キーを
繰り返し押します。（「湯・水・原料」キーを押した後、

キーを押しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３
ボタン	 コサノツイカ

	 １ 	 ２０％
「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ボタン」
の下が点滅します。

４
ボタン	 コサノツイカ

	 ３	 ３０ ％

キーで「ボタン」の下を「３」にしてください。
次に キーで「コサノツイカ」の下を点滅させ
キーで「３０」にします。

５
ボタン	 コサノツイカ

	 ３ 	 ３０％
「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

飲料の量と温度を設定する

濃さの追加を設定する

［例］飲料ボタン５を量１２０m l、温度７５℃に設定する。

［例］飲料ボタン３を３０％追加に設定する。

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

終 了
Ｅ

湯・水
原 料

湯・水
原 料

（つづく）

● 飲料ボタン１、３は「ＨＯＴ」のみの設定となります。
● 湯・水の量を「連続」に設定したとき、温度は「ＣＯＬＤ」、「ＨＯＴ」のみの設定となります。
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順序 キー操作 表示部表示 内　　　　容

１ ＊リョウノ　ツイカ＊　
ヘンコウハ　Ｔ　　ホカハ　U・D

左記画面が表示されるまで「湯・水・原料」キーを
繰り返し押します。（「湯・水・原料」キーを押した後、

キーを押しても項目送りができます。）

２ セッテイハ　Ｔ→Ｕ・Ｄ・Ｌ・Ｒ
デ　エランデ　Ｓ　　オワリハ　Ｅ

「訂正」キーを押すと左記画面が表示されます。

３
ボタン	 リョウノツイカ

	 １ 	 ２０％
「訂正」キーを押すと左記画面が表示され「ボタン」
の下が点滅します。

４
ボタン	 リョウノツイカ

	 ６	 ３０ ％

キーで「ボタン」の下を「６」にしてください。
次に キーで「リョウノツイカ」の下を点滅させ
キーで「３０」にします。

５
ボタン	 リョウノツイカ

	 ６ 	 ３０％
「設定」キーを押し、設定を確定します。

６ 待機画面に戻ります。 設定完了です。

順序 キー操作 表 示 部 表 示 内　　　　容

１ ＊タイマー　イチジ　カイジョ＊
ヘンコウハ　Ｔ　　オワリハ　Ｅ

「タイマー解除」キーを押すと左記画面が表示されます。

２ ウンテン
Ｔ　デ　エランデ　Ｓ　ヲ　オス

「訂正」キーを押すと左記画面が表示され、「ウンテン」
が点滅します。

３ イチジ　カイジョ
Ｔ　デ　エランデ　Ｓ　ヲ　オス

「訂正」キーを押すごとに、「ウンテン」と「イチジカイジョ」
が表示されますので「イチジカイジョ」を表示します。

４ 待機画面に戻ります。 抽出ができるようになります。

量の追加を設定する

適温になっていないが抽出する

［例］飲料ボタン６の飲料量を３０％追加に設定する。

お湯や冷水の温度が適温に達してなく、飲料が抽出できないときに飲料を抽出したい場合には、次の操作を行ってください。

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

訂 正
Ｔ

設 定
Ｓ

設 定
Ｓ

終 了
Ｅ

湯・水
原 料

タイマー
解 除

● 通常の運転状態に戻すには、順序３で「ウンテン」に設定してください。
●「週間予約」「休日予約」の休止条件で休止中の場合は、同じ操作で休止を一時解除できます。
　 タイマー一時解除による一時解除は「週間予約」「休日予約」で設定した終了時刻または終了日を過ぎると、
　自動的にキャンセルされます。
●「学習省エネ運転」で運転中の場合は、同じ操作で学習省エネ運転を一時解除できます。

コントローラーの使いかた（つづき）

● 飲料量の設定可能範囲を超える追加量の設定はできません。
　（設定可能範囲は 16 ページ「湯水量」の設定可能値を参照）
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ＭＥＭＯ
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毎日のお手入れ

お手入れ

部品の取り付け、取りはずしおよびお手入
れするときは、電源スイッチを切る
感電やけがの原因になります。

ＲＣブルワー動作中は、ＲＣブルワーおよび機構部に手を触れない
けがの原因になります。

お手入れするときなど、本体各部に直接
水をかけない
ショートや感電の原因になります。

部品を取りはずし洗浄するときは
	 ぬるま湯（５０℃以下）をご使用ください。高温のお湯

を使用すると、変形したり故障の原因になります。

汚れが落ちにくいときは
	 薄めた中性洗剤を使用し、柔らかいスポンジなどで擦り

洗いし、きれいな水で洗剤を洗い流してください。

原料容器を着脱するとき
	 原料を入れたままで、原料容器を着脱するときは、原料

容器の蓋に取り付いているキャップを原料容器先端にか
ぶせ、静かに取り扱ってください。

お手入れが終わったら
	 部品をもとの位置に納め、電源スイッチを入れてご使用

ください。

お手入れの時期と手順
お手入れの時期と手順は下図の順番で行います。
順番が違うと取りはずせない部品もあります。取り付けるときは、逆の手順で行ってください。

週に一度のお手入れ

月に一度のお手入れ…①～④と リンスキーによるリンス洗浄
…⑤～⑧と湯タンクの排水

…⑨と別売置台の排水受けの排水口

年に一度のお手入れ …冷却用タンクの水の交換

警告

水かけ禁止

接触禁止

指   示

原料シュート④

ミキシングボール
ロート

ホース

（粉末用 ２個）
（レギュラーコーヒー用 １個）

⑤

カップステーション
スノコ

②

排水皿⑧

センターノズル

フィルター（奥側）⑥

原料廃棄シュート
廃棄シュートガイド

⑦

ブルワーチャンバー①

⑨ 原料容器

廃棄容器③
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手順にしたがい部品を取りはずしてください。取り付けは逆の手順で行います。
機械内外のホコリや汚れは、きれいなフキン等でふき取ります。

毎日のお手入れ

（つづく）

手順 部　　品 お手入れのしかた

－ ミキシングボール
Ｒ Ｃ ブ ル ワ ー

コントローラーの リンス キーを押してミキシングボールとＲＣブルワーに湯を流し、
飲料通過部分を洗い流してください。

①

ブルワーチャンバー

ブルワーチャンバーの
着脱作業は必ず販売店
による注意点の説明を
受けてから行ってくだ
さい。
誤った作 業 を行うと、
けがや機械の故障の原
因となります。

コントローラーの ブルワーサービス キーを押
してブルワーチャンバーを動作させます。
ブルワーチャンバーのラッチバーを上に軽
く持ち上げながら、手前側に引き出します。
ＲＣブルワーのディフレクター（金属部分）
についても清掃してください。
ブルワーチャンバー洗浄後は水気をよく切
り、ＲＣブルワーに取り付けてください。
●�取り付けの際は、ＲＣブルワーの▼マークと

ブルワーチャンバー側面の▼マークの位置を
合わせて取り付けてください。

　�ブルワーチャンバーは、「カチッ」と音がして
止まるまで確実に押し込んでください。取り
付け後は、ラッチバーを操作せずにブルワー
チャンバーを軽く引っ張って、はずれないこ
とを必ず確認してください。

　�取り付けが不十分のまま、ＲＣブルワーを動
作させると故障します。

●�取り付け後は、ブルワーチャンバー正面の▼
マークとワイパー部の▼マークの位置が合っ
ていることを確認してください。ワイパーの
位置がずれたままＲＣブルワーを動作させる
と故障します。

ブルワーチャンバー取り付け後、コント
ローラ－の ブルワーサービス キーを押してブ
ルワーチャンバーを動作させ、ＲＣブル
ワーを待機状態に戻します。
●�ＲＣブルワー動作中は、ＲＣブルワーおよび

機構部に手を触れないでください。
　けがの原因になります。

②
カップステーション
ス ノ コ
センターノ ズ ル

（１）センターノズルに接続されているホー
スを全てはずし、（２）カップステーションを
少し持ち上げてから手前に取りはずします。
洗浄した後は水気を良く切ってください。
●�取り付ける際は、センターノズルの先端がス

ノコの中心になるように確実にセットし、は
ずしたホースは所定の位置に奥まで確実に挿
入してください。センターノズルの位置がず
れていたり、ホースの挿入が不十分だと、飲
料が飛散し汚れの原因になります。

③ 廃 棄 容 器

カップステーションをはずした後、手前に引
き出してはずします。抽出済み原料を捨て、
洗浄した後は水気を良く切ってください。
●�洗浄後は必ずコントローラーの 廃棄リセット

キーを２回押して『廃棄リセット』を行って
ください。『廃棄リセット』を行わないと、レ
ギュラーコーヒーの抽出ができなくなる等、
誤動作の原因になります。

　（１３ページ「コントローラーの使い方」を参照）

廃棄容器

▼マーク
ラッチバー

ディフレクター
（金属部分）

（ブルワーチャンバーの
　▼マークと合わせる。）

ブルワーチャンバー

▼マーク
（ＲＣブルワーの
　▼マークと合わせる。）

▼マーク
（上下の▼マーク
　合わせる。） ワイパー

≪ブルワーチャンバー≫

カップステーション スノコ

センターノズル

（2）

（1）

お願い
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お手入れ（つづき）

手順にしたがい部品を取りはずしてください。取り付けは逆の手順で行います。
機械内外のホコリや汚れは、きれいなフキン等でふき取ります。

①～④までの部品を取りはずした後、手順にしたがい部品を取りはずしてください。
取り付けは逆の手順で行います。

毎日のお手入れ（つづき）

週に一度のお手入れ

手順 部　　品 お手入れのしかた

④ 原 料 シ ュ ー ト

上に軽く持ち上げてから、手前にはずし、原
料シュートと原料シュートカバーを分解して
ください。
洗浄した後は水気を良く切り、十分に乾燥さ
せてから取り付けてください。

手順 部　　品 お手入れのしかた

⑤
ミキシングボール
ロ ー ト
ホ ー ス

ロートを手前に引いてはずし、それぞれの部品を
洗浄した後、水気を良く切り、取り付けてください。
ミキシングキャップに付いているインペラ－の
先端が、ミキシングボールの軸受の中に入るよ
うに確実に組み合わせた後、ロートと組み合わ
せ、ミキシングキャップが平らになっているこ
とを確認し、本体に取り付けてください。
●�取り付けが不十分のまま、ミキシングボールを

動作させると故障の原因になります。
各ホースは根元まで確実に挿入してください。
ホース（L）をセンターノズルにセットする
際は、必ずホース（S）の後側を通して、所
定の位置にセットしてください。
取り付け後は、ホースが所定の位置に確実に
挿入されていることを確認してください。
●�ホースの挿入が不十分だったり、誤った位置に

ホースを接続すると飲料が飛散し汚れの原因に
なります。

⑥ フ ィ ル タ ー

カップステーションを取りはずしてから、奥
にあるダクトファンケースのフィルターを手
前に引き出し、付属のフィルターと交換して
ください。
●�汚れたフィルターはぬるま湯に浸け置き洗い

した後、十分に乾燥させてから保管してくだ
さい。

⑦ 原料廃棄シュート
廃棄シュートガイド

原料廃棄シュートは、上に軽く持ち上げてか
ら左側にずらして、機体右内側にある段付き
ネジからはずして、下に引き抜くようにはず
します。
廃棄シュートガイドは、下の飾りネジ（２本）
をゆるめた後、上に持ち上げてはずします。
洗浄した後は、水気を良く切り、取り付けて
ください。

ホース（Ｓ）

ホース（Ｌ）
トラフホース

≪センターノズル接続位置≫

センターノズル
ホース（Ｌ）

トラフホース

ホース（Ｓ）

手前へ引き出す

フィルター

ダクトファン
ケース

原料廃棄シュート

廃棄シュートガイド

段付きネジ

飾りネジ
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週に一度のお手入れ（つづき）

月に一度のお手入れ
①～④までの部品を取りはずした後、手順にしたがい部品を取りはずしてください。
取り付けは逆の手順で行います。

手順 部　　品 お手入れのしかた

⑧ 排 水 皿

本体底部から引き出して、ぬるま湯で洗浄し
てください。

卓上の直接排水（Ｄタイプ）の場合は、排水
皿エルボから排水ホースジョイントをはず
し、排水皿を引き出してください。
再度取り付ける際は、排水ホースジョイント
を排水皿エルボ先端に確実に押し込み、緩み
の無いことを確認してください。

－ 湯 タ ン ク 湯排水コックを開き、湯タンクの水を新しい水と入れ替えてください。

手順 部　　品 お手入れのしかた

⑨ 原 料 容 器

粉末原料用容器はそのまま手前に引き出
し、レギュラーコーヒー用容器は右手前側
の飾リネジをゆるめてから、同様に手前に
引き出してください。
原料容器内の原料を出して、ぬるま湯で洗
浄した後、十分乾燥させてください。

－ 置 台 排 水 口

置台上方の排水受けの排水口がゴミなどで詰
まることがあります。化粧ネジ（１本）を取
り、排水受けをはずし点検してください。ゴ
ミなどが詰まっているときは、清掃してくだ
さい。

排水皿

排水皿

排水皿エルボ

排水ホースジョイント

排水ホース

飾りネジを
ゆるめる

粉末原料用容器

レギュラーコーヒー用容器

排水受け

化粧ネジ

角穴に引掛けて固定する
取付時はツメを外装の

（つづく）
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お手入れ（つづき）

年に一度のお手入れ
冷却用タンクの水の交換

お手入れのしかた

排 水 方 法

キャップをはめたままホースをはずし、排水容器の
中にホースの先端を入れ、キャップをはずし排水を
します。（冷却用タンク容量：４．９Ｌ）
排水が終わったら、キャップをはめて、ホースを本
体にセットしてください。

給 水 方 法

上面板の手前側を持ち上げてください。ホースを本
体にセットしたままキャップをはずし、じょうごを
ホース先端に差し込み、上から給水します。

（じょうごがホースからはずれないよう注意してく
ださい）
じょうごは、本体内部の左側面の下側に収納されて
います。
タンクがいっぱいになると、溢れて排水皿に水が流
れるのが見えます。給水を止め、じょうごをはずし
て、ホースにキャップをはめてください。

廃棄容器は、抽出杯数に応じて満杯になる前に都度清掃してください。
清掃後は、必ずコントローラーにて『廃棄リセット』を行ってください。（１３ページ参照）

廃棄容器のお手入れ

手順 部　　品 お手入れのしかた

－ 廃 棄 容 器

（１）センターノズルのツマミを持ってホー
スごと持ち上げた状態で、（２）カップステー
ションを左側に突き当たるまでスライドさせ
てください。センターノズルはそのままカッ
プステーションの上に置いておきます。（３）
廃棄容器を手前に引き出してはずします。
抽出済み原料を捨てて洗浄してください。洗
浄した後は、水気を良く切って取り付けてく
ださい。廃棄容器は突き当たるまで確実に入
れてください。
センターノズルを持ち上げた状態で、カップ
ステーションを元の位置に戻し、センターノ
ズルをカップステーションの上にセットして
ください。
●�取り付ける際は、センターノズルの先端がス

ノコの中心になるように確実にセットし、ホー
スは所定の位置に奥まで確実に挿入されてい
ることを確認してください。

　�センターノズルの位置がずれていたり、ホー
スの挿入が不十分だと、飲料が飛散し汚れの
原因になります。

●�洗浄後は必ずコントローラーの 廃棄リセット
キーを２回押して『廃棄リセット』を行って
ください。『廃棄リセット』を行わないと、レ
ギュラーコーヒーの抽出ができなくなる等、
誤動作の原因になります。

　（１３ページ「コントローラーの使い方」を参照）

給水

じょうご

じょうご

ホース

収納場所キャップ排水容器

ツマミ

センターノズル

カップステーション 廃 棄 容 器

（2）

（1）

（3）
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カップホルダー（ＭＴＣ－１０１）
自動お茶入れ機本体に取り付け可能です。
ＭＴＣ－１０１は、カップサイズが４段階調節可能で、自動お茶いれ機
本体の左右どちら側にも取り付けられます。

原　料
自動お茶入れ機専用として、特に厳選された原料を用意してあります。
原料は粒度や吸湿性の違いにより正常な動作ができないことがあります
ので、必ず指定の原料をご使用ください。

除菌浄水器（水フィルター）
水道水に含まれる臭いを除去し、雑菌繁殖を防ぐためのものです。
水フィルターは性能を維持するため、定期的に交換が必要です。
詳しくは販売店にご相談ください。

自動洗浄装置（ＪＳＴ－２０）
排水用電磁弁です。コントローラーで曜日・時刻を設定しておくと、
その時刻に自動的に湯タンク内の水を排水し、再給水して新しい水と
入れ替えることができます（但し直接排水できる場合に限ります。）

コイン管理装置（ＣＢ－２０）
コインメカニズムを使用し、有料で抽出する飲料をコントローラーで
設定することにより、コインを投入したときだけ飲料ボタンを受け付ける
ようにします。

漏水検知装置（ＲＫＴ－２５）［Ｄ／ＰＡタイプ用］
リード線付漏水センサー・外部追加の電磁弁・ドレンパンなどのセット
で、万一水漏れした場合に外部追加の電磁弁を閉める機能があり、水漏
れに対する安全性が向上します。

ドレンパン（ＲＫＴ－０１Ｐ）［ＰＢ／Ｔタイプ用］
置台の下に敷き、床面を汚さないようにするためのものです。大きさは
　５２４ｍｍ×５７４ｍｍで、深さは１７ｍｍです。

リード線付漏水センサー（ＲＫＴ－０３Ｐ）［ＰＢ／Ｔタイプ用］
ドレンパンとセットで使用し、万一水漏れした場合に検知します。

次のものが別売部品として用意されています。詳しくは販売店にご相談ください。
置台については「はじめてご使用になる前に」（８～９ページ参照）をご覧ください。

別売部品

水フィルター
（浄水器）

原　料

ドレンパン
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修理サービスを依頼する前に
こんなときは 調べるところ 処置のしかた
準備中が点灯 ●	コントローラーに休止モニターが表示されてい

ませんか？
●	休止モニターの表示に従ってください。
●	故障時や異常時には前面板デジタル表示部に下

記の通り、故障メッセージが表示されます。
水センサー開放 Ｆ０ 漏　水 Ｆ７
水センサー短絡 Ｆ１ 電池異常 Ｆ８
IBCセンサー異常 Ｆ２ コイン信号異常 Ｆ９
冷水機異常 Ｆ３ 時計異常 ＦＡ
湯センサー開放 Ｆ４ メモリー異常 ＦＢ
湯センサー短絡 Ｆ５ ブルワー異常 ＦＣ
湯センサー異常 Ｆ６ ― ―

●	学習省エネ運転による休止中ではありませんか？ ●	運転再開まで待つか、「タイマー解除」キーで
一時解除してください。

●	前面板操作部の「沸上げ」ボタンで湯タンクを
沸き上げ、適温になれば温飲料は抽出できます。

湯が沸かない ●	電源プラグがはずれていませんか？ ●	電源プラグをコンセントにしっかりと差し込ん
でください。

●	電源スイッチが切れていませんか？ ●	電源スイッチを入れてください。
●	水タンクに水は充分入っていますか？
	（下部給水タイプの場合）

●	水タンクの残水量が少なくなると本体へ給水しなく
なり、湯タンクの水位が下がりヒーターに通電され
なくなります。タンクに水を補給してください。

●	断水していませんか？または給水配管の止水栓が
閉まっていませんか？（水道直結タイプの場合）

●	同上の理由でヒーターに通電されなくなりま
す。給水配管の止水栓を開いてください。

●	「週間予約」・「休日予約」の休止中ではありま
せんか？

●	運転再開まで待つか、「タイマー解除」キーで
一時解除してください。

●	学習省エネ運転による余熱モード中ではありま
せんか？

●	「タイマー解除」キーで一時解除するか、前面
板操作部の「沸上げ」ボタンキーで湯タンクを
沸き上げてください。

湯がぬるい ●	湯温の設定が低くなっていませんか？ ●	お望みの温度に設定してください。
●	湯排水コックはしっかりと閉まっていますか？ ●	湯が流れ出て、常に新しい水が入っているためです。

湯排水コックはしっかりと閉めてお使いください。
●	水タンクには水は充分入っていますか？
	（下部給水タイプの場合）

●	水を補給してください。
	 約４０分で沸き上がります。

●	断水していませんか？または給水配管の止水栓が
閉まっていませんか？（水道直結タイプの場合）

●	給水配管の止水栓を開いてください。

●	学習省エネ運転による余熱モード中ではありま
せんか？

●	「タイマー解除」キーで一時解除するか、前面
板操作部の「沸上げ」ボタンで湯タンクを沸き
上げてください。

冷水の冷えが
わるい

●	本体後面の排気口が塞がっていませんか？ ●	本体を壁などの障害物から離してください。
●	直射日光が当たっていませんか？ ●	窓にブラインドなどをしてください。
●	近くに熱器具がありませんか？ ●	熱器具と離してください。
●	連続して多量の冷水を取り出した後ではありま

せんか？
●	再び冷えるまでしばらくお待ちください。
	 約１０分で適温となります。

●	冷却用タンクに水が充分入っていますか？ ●	冷却用タンクに給水してください。

●	学習省エネ運転による余熱モード中ではありま
せんか？

●	運転再開まで待つか、「タイマー解除」キーで
一時解除してください。

排水ランプが点滅 ●	置台の排水タンクが満水ではありませんか？ ●	排水タンクの水をすててください。
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こんなときは 調べるところ 処置のしかた
運転音が大きい ●	機体が不安定ではありませんか？ ●	丈夫で平坦な場所に据えつけ、機体がグラグラ

しないように安定させてください。
●	機体が他の製品に触れていませんか？ ●	他の製品から離してください。

断水ランプが点滅 ●	水タンクには水は充分入っていますか？
	（下部給水タイプの場合）

●	水を補給してください。

●	断水していませんか？
	 または給水配管の止水栓が閉まっていませんか？
	（水道直結タイプの場合）

●	給水配管の止水栓を開いてください。。

●	湯タンクまたは冷却用タンクの水位が低くあり
ませんか？　　　　

●	湯タンクまたは冷却用タンクへの給水を確認し
てください。

レギュラーコーヒー
飲料が抽出できない

●	廃棄容器の中に抽出済み原料が溜まっていませ
んか？

●	廃棄容器を清掃してください。清掃後は、必ず
コントローラーにて『廃棄リセット』を行って
ください。

　（１３ページ「コントローラーの使い方」を参照）
●	廃棄容器清掃後、『廃棄リセット』を行いまし

たか？
●	コントローラーにて『廃棄リセット』を行って

ください。
　（１３ページ「コントローラーの使い方」を参照）

●	レギュラーコーヒー原料を補給した後、『コー
ヒーリセット』を行いましたか？

●	コントローラーにて『コーヒーリセット』を行
ってください。

　（１３ページ「コントローラーの使い方」を参照）
●	ブルワーチャンバーは正常にセットされていま

すか？ＲＣブルワー動作時にワイパーは左右に
動作しますか？

●	ブルワーチャンバーを再度セットしなおしてく
ださい。

　（４２ページ「毎日のお手入れ」を参照）

飲料の味がまずい
飲料の味が薄い
飲料の味が濃い

●	コントローラーの湯・水・原料の量は適切ですか？ ●	湯・水・原料の量、基準値をお好みの味となる
ように再設定してください。

●	原料の種類をかえていませんか？ ●	指定の専用原料をご使用ください。
●	原料は十分入っていますか？ ●	原料を補給してください。
●	原料容器の出口がつまっていませんか？ ●	湿気が多いと出口がつまることがありますの

で、原料補給時につまりを取り除いてください。
●	原料シュートは取り付けてありますか？ ●	原料シュートを取り付けてください。原料シュ

ートがないと原料が飛び散ります。

ワイパー

ブルワーチャンバー
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（注１）	商品ラベルセットは使用する原料を表示するラベルで、商品ラベルは飲料の種類を表示するラベルです。
工場出荷時表示してある飲料以外の飲料を抽出する場合に使用します。商品ラベルの中から抽出する飲料のラベルを
選び、前面板の商品ラベルと交換してください。
次に６ページの飲料ボタンと原料容器の関係を見ながら、商品ラベル横の飲料ボタンに対応する原料の商品ラベルセ
ットを、原料容器と原料容器棚後部のラベルセットの上に貼ってください。

仕　様
項　　目 給　茶　部 冷　水　部

製 品 寸 法 巾４５０ｍｍ×奥行５１５ｍｍ（カップ置台取付け時６１０ｍｍ）×高さ８８０ｍｍ（置台組合せ１５３０ｍｍ）
製 品 質 量 ４４ｋｇ
タ ン ク 容 量 ５．６Ｌ ４．９Ｌ
湯・ 冷 水 温 度 約９５℃（７３～９８℃可能） 約４℃
原 料 容 器 ３個（レギュラーコーヒー原料用１個、粉末原料用２個）
原料容器の容量 レギュラーコーヒー原料用：約１，８００ｍｌ　粉末原料用：約８００ｍｌ
給 水 管 口 径 Ｇ１/ ２Ａ

電　気
定　格

電 源 単相交流１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ共用
消費電力 １，０３０Ｗ １７５/ １９０Ｗ

表 示 ＬＥＤランプ

加　熱
装　置

電熱装置 シーズ線ヒーター（１，０００Ｗ） ー
温度調節 サーミスタによる電子コントロール ー
安全装置 温度過昇防止器 ー

冷　却
装　置

圧 縮 機 ー 完全密閉型
凝 縮 機 ー プレートフィン付チューブ（強制空冷）
冷　　 媒 ー ＨＦＣ－１３４ａ（７０g）
温度調節 ー ＩＢＣ（アイスバンクコントロール）

付 属 品
取扱説明書、工事説明書、お手入れシート、保証書、鍵、フィルター、（注１）商品ラベルセット、

（注１）商品ラベル、排水皿エルボ、飾りネジ
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保証とアフターサービス（必ずお読みください）

●	この自動お茶いれ機の補修用性能部品は製造打切後８年保有し
ています。

●	補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な
部品です。

出張修理修理を依頼されるときは

長年ご使用の自動お茶いれ機の点検を！

４７～４８ページに従って調べていただき、なお異常があるときは、電源を切り使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから
抜いて、お買い上げの販売店にご連絡ください。

●	ブレーカーがたびたび切れる。
●	電源コードや電源プラグに過熱や破損がある。
●	運転音が異常に大きい。
●	電源スイッチの動作が不確実。
●	その他の異常・故障がある。

このような症状のときは、故障
や事故防止のため、電源スイッ
チを切り、コンセントから電源
プラグを抜いて必ず販売店に点
検・修理をご相談ください。

このような
症状はあり
ませんか。

ご 使 用
中 　 止

保証書（別添） 補修用性能部品の保有期間
●	この自動お茶いれ機には、保証書を別途添付しております。
●	保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入を

お確かめのうえ、販売店から受け取っていただき内容をよ
くお読みの後、大切に保管してください。

●	この自動お茶いれ機の保証期間は、お買い上げいただいた
日から１年です。

	 その他、詳しくは保証書をご覧ください。

■保証期間中は ■ご連絡いただきたい内容

■保証期間が過ぎている場合は

■修理料金の仕組み

保証書の規定にしたがって、販売店が修理させていただきます。なお、
修理に際しましては、保証書をご提示ください。

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談くだ
さい。修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料で修理させて
いただきます。

修理料金は技術料・部品代・出張料などで構成されています。

技 術 料

部 品 代

出 張 料

故障した商品を正常に修復するための料金です。

商品のある場所へ技術者を派遣する料金です。

修理に使用した部品代金です。

お買い上げの販売店名を記入されておくと便利です。

品 名 自動お茶いれ機
形 名
お買い上げ日 　　　年　　　月　　　日
故 障 の 状 況 できるだけ具体的に

ご 住 所 付近の目印等も合わせてお知らせ
ください

お 名 前
電 話 番 号
訪 問 希 望 日

便 利 メ モ

ＴＥＬ．

ＨＴＣ－８５４ＲＬ
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■�設計上の標準使用期間：７年（製造年：本体内に西暦年をラベルで表示しています。）
　�設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による発煙・発火の事故に至るおそれが

あります。

■設計上の標準使用期間とは
　�運転時間や温湿度など、下記の標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、製造した年から安全

上支障なく使用することができる標準的な期間です。
　設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。
　また、一般的な故障を保証するものではありません。

■経年劣化とは
　�長期間に渡る使用や放置にともない生じる劣化をいいます。
　�標準的な使用条件と異なる場合、本来の使用目的以外や改造等で使用された場合短い期間で故障や

経年劣化による発煙・発火の事故に至るおそれがあります。

■標準的な使用条件

■�この自動お茶いれ機は、使用開始時（設置してはじめて電源を入れたとき）からタイマーによるカウン
トを開始し、10年経過した時点で全運転を停止（すべてのランプ表示が消灯）する仕様になっています。

　※電源を切っている間もタイマーのカウントは継続されます。

■全運転を停止する90日前から、コントローラーの液晶画面に停止までの残り日数を表示します。 
　お早目に販売店にご相談ください。

　長期使用製品の安全に関するお願い

区　分 項　目 条　件

環 境 条 件
（屋内使用）

電圧 交流１００Ｖ
周波数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ
室温 １℃～３５℃
湿度 ８５％以下

負 荷 条 件
給水圧 ０．１ＭＰａ～０．７５ＭＰａ
給水温度 １℃～３０℃
負荷 １２時間／日　使用

使 用 条 件
１日使用杯数 １００杯
１ヶ月使用杯数 ２，０００杯
１年間使用杯数 ２４，０００杯

　長期使用製品の安全に関する表示 

　この自動お茶いれ機は長期使用安全のため  
　使用開始から10年で全運転を停止します 

この自動お茶いれ機の設計上の標準使用期間は 7 年となっております。
より安全にご使用いただくため、お早目の交換、メンテナンスをいただけますよう
ご理解とご協力をお願いいたします。 

凰商事 ( 株 )　　社名ロゴ　　　　　　　　　　　　　　　2011-2-28
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